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平 成 １ ８ 年 ３ 月 ６ 日 

◆本日お知らせする内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※：シートリングガスケットは、弁内部の構造に気密性を持たせるために用いる部品です。 

 

◆これまでにお知らせした内容                  （平成１８年２月１日お知らせ済み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５号機 湿分分離加熱器（Ｂ）第２段加熱蒸気副流量調整弁の不調に伴う 

点検結果について（続報） 

 

 

平成１８年１月３０日 

 ５号機（定期点検中） 
 ：改良型沸騰水型、定格電気出力１３８万キロワット 

 
 

破損の原因は、当該弁の破損状況から、工場での製造組立段階にお

ける弁蓋の締め付け不足等に起因するものと推定しております。 
今後、引き続き詳細調査を行ってまいります。 

お知らせ基準 運転情報 「表２－２０」に該当します。 

発生号機 

発生年月日 

発生時の状況 

原 因 

第１回定期点検中の５号機において、平成１８年１月３０日に湿分分

離加熱器（※１）（Ｂ）第２段加熱器に蒸気を供給する系統に設置され

ている第２段加熱蒸気副流量調整弁（※２）の開放点検を行ったとこ

ろ、弁棒の折損及び部品の欠損が確認されました。 
当該弁については、平成１８年１月１６日、定期点検に伴う原子炉

停止操作中（発電機出力約３０％）に、開状態であるべきところ全閉

表示となっていることが確認されていたため、今回点検作業を行って

いました。 

 
欠損した部分は、同日、第２段加熱器の入口付近でほぼ回収しまし

た。 
なお、湿分分離加熱器（Ａ），（Ｂ）の類似する弁の点検を行い、問

題ありませんでした。 
本事象による外部への放射能の影響はありません。 

 

当該弁の詳細調査を実施した結果、メーカーで組み立てる際に挿入

されるはずのシートリングガスケット（※）が挿入されていなかった

ことが分かりました。 
このため、弁内部を構成する部品間で隙間が生じ、蒸気の流れによ

る振動が発生し、弁棒の折損及び部品の欠損に至ったと推定しました。

また、当該弁の下流にある機器の内部を点検し、残りの欠損部品の

回収を実施しました。 

調査結果 

 

当該弁の製造メーカーに対し、組み立て時の管理を確実に実施する

よう指導するとともに、同メーカーが製造した同じような構造を持つ

５つの弁について、分解点検を行い異常のないことを確認しました。 
再発防止対策 

http://www.chuden.co.jp/torikumi/atom/hamaoka/detail/292/data/1802015uunten.pdf
http://www.chuden.co.jp/torikumi/atom/hamaoka/pdf/info_unten_02.pdf
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※１：湿分分離加熱器は、高圧タービンからの排気に含まれる湿分を除去するとともに、プラ

ント熱効率を高めるため低圧タービンへの蒸気を加熱するための機器です。 
５号機には２台設置されており、また、各湿分分離加熱器には第１段及び第２段の加熱

器を有しています。 

 

※２：第２段加熱蒸気副流量調整弁は、第２段加熱器へ流入する蒸気の流量を制御する弁です。

（発電機出力約３０％～１５％で制御） 
第２段加熱器へ流入する蒸気の流量を制御する弁には、副流量調整弁の他に、主流量調

整弁（発電機出力約３０％以上で制御）及びバイパス弁（発電機出力約５０％以上で全

開）があります。 

 

以 上
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原
子
炉 

主蒸気 
隔離弁 

第２段加熱蒸気 
主流量調整弁 

第１段加熱器 

第２段加熱器 

高圧タービン 低圧タービン 

主蒸気止め弁 

第２段加熱蒸気 
バイパス弁 

当該弁 

：主蒸気 
：湿分分離加熱器 
を加熱する蒸気 

：閉弁 
：開弁 

湿分分離加熱器 
(２系列) 

紛失した部品を第２段加熱 
器の入口付近にて回収 

５号機 湿分分離加熱器（Ｂ）系 概略図 

第２段加熱蒸気副流量調整弁 
弁棒が折損、一部の部品が欠損 

欠損した部品 

  

弁棒折損位置 
ケージ 弁体 

弁下部 

約
2
2
0
ｍ

ｍ
 

約
1
0
0
ｍ

ｍ
 

弁上部 

弁内部が破損した原因 
 
◆シートリングガスケットが挿入されずに組み

立てられたため、僅かな隙間が生じ、ケージ

を固定する力が弱くなっていました。 
 
◆運転に伴う蒸気の流れによって、ケージが振

動し、弁内部の破損（弁棒の折損や部品の

欠損）に至りました。 

シートリングガスケット（厚さ：０．８㎜）

（当該弁には挿入されていなかった） 

蒸気の流れ 

シートリング 
アダプタ 

弁棒 
弁体 

ケージ 

シートリング 
（台座） 

欠損部品を回収するために 
点検を実施した下流側の機器


